
本校では、安心安全な学校づくりに向けて、職員による研修や外
部機関との連携を図る取り組みを実施しています。
４月にてんかん発作時の対応及び発作時の医薬品使用に関する
実技研修を行いました。練習用人形を使用して、坐薬挿入までの
手順や医薬品を使用するまでの流れを確認しました。薬の準備や
介助、間違いのないように複数人で声を出して確認すること、医薬
品を使用した時間を記録するなど役割があり、教職員間の連携が
重要であることを改めて確認しました。

令和６年度学校保健活動の取り組み：職員による研修

[てんかん発作時の対応等の研修の様子]



[救急救命講習の様子]

８月に教職員を対象とした救急救命講習を行いました。今年度
は59名の教職員が受講しました。救急救命士からご指導いただ
きながら、訓練用人形、訓練用AEDを用いて実技研修を行いまし
た。救急対応やAEDの使い方はもちろん、１人で対応しようとせず
周囲の人に助けを求めることなど、実技を通して再確認すること
ができました。



[保健室での取り組み]

保健室に来室した児童生徒が、自分の状態について伝えること
ができるよう掲示しています。言葉だけでなく、イラストを見て指差
しで伝えたり、教員が聞き取る際のヒントにしたりと活用しています。
これからも児童生徒に寄り添った支援ができるよう、工夫を重ねて
いきます。


